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STEP BY STEP 第１章 完 

   少し受け身だった学年が、仲間と挑戦をつなぐ学年へ    
１年間、ありがとうございました。 

４月、少し緊張した空気の中で始まった１年。あれから多くの時間を共に過ごし、生徒たちは確実に変わってい

きました。 

最初は様子を見ていた生徒が「やってみよう」と手を挙げるようになり、誰かの指示を待つのではなく、自分か

ら動こうとする姿が増えていきました。 

その小さな一歩一歩が、学年の空気を少しずつ変えていきました。失敗を恐れず挑戦すること、仲間の挑戦を応

援すること、うまくいかない時でももう一度立ち上がろうとすること。それが、この学年の誇りです。 

        STEP BY STEP 第２章へ         

□令和９年度「修学旅行」行き先のお知らせ 

令和９年度の修学旅行についてお知らせします。 

【日程】令和９年９月１５日（水）〜１７日（金） 

【行き先】関西（京都・奈良・大阪）・広島方面 

今回の行き先については、保護者の皆様へのアンケートを実施し、ＰＴＡ（学年代表）との話合いを経て決定

しました。アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

日本の歴史や文化に触れながら、仲間との思い出を深める大切な行事になります。生徒にとって実り多い修学

旅行となるよう、準備を進めていきたいと思います。 

詳細については、来年度以降に改めてお知らせいたします。 

 

□学年エンカウンター「20mシャトルラン ＭＡＸチャレンジ（3/19）」 

「少し受け身だったこの学年が、仲間と挑戦をつなぐ学年へ。」 

3月 19日(木)、学年エンカウンターとして「20ｍシャトルランＭＡＸチャレンジ」を実施しました。 

20ｍシャトルランは、最後まで走りきると 247回になります。一人で走り続けるのは、とても大変なことで

す。そこで今回は、チームごとのリレー形式で挑戦しました。仲間へバトンをつなぐように走り、チームで 247

回の完走を目指しました。 

 

 



挑戦が始まると――「がんばろう」「みんなでつなごう」「みんなでやりきるぞ」「みんなで声をかけていこ

う」と、自然とお互いを励まし合う声が聞こえてきました。苦しそうな表情を浮かべながらも走り続ける姿、仲

間の挑戦を全力で応援する姿、そして次の仲間へとバトンをつなぐ姿が見られました。どのチームも最後まで挑

戦をつなぎ、全チームが 247回を走り切ることができました。 

一人では難しいことも、仲間とつながれば乗り越えられる。そんな達成感を、学年みんなで共有する時間とな

りました。―――― 247回、つないだチーム。 

 

  学年担当職員より   

 

この１年、少しずつ成長してきましたね。挑戦する姿が増え、自ら動こうとする場面も多くなり

ました。来年度は、STEP BY STEP 第２章『自立・行動・協働』。 

それぞれの歩みを大切に、また前へ進んでいきましょう。一年間、ありがとうございました。 

学年主任 竹内  太一 

 

この１年を一言で表すならば、「change」だと思います。「新しいことに挑戦する」、「今までやれ

なかったことをやってみる」「恥ずかしくてできなかったことを仲間と挑戦して乗り越える」たくさ

んの変化を見ることができた素敵な１年でした。さらに前に進んでいきましょう。 

１年間ありがとうございました。                 Ａ組担任 豊島 湧大朗 

 

この１年、様々な行事や学校生活の中で多くのことに挑戦し、そのたびに少しずつ成長してきま

した。うまくいったことも、思うようにいかなかったことも全て大切な経験です。 

この 1 年間で得た力を胸に、これからも自分らしく進んでいってください。 

B 組担任 反田  雄翔 

 

元気な皆さんと活動ができて、楽しい１年間でした。高岡、富山校外学習に引き続き、新湊の働

く人インタビューと、次から次へと行事を企画し、実行し、まとめる皆さんのパワーは素晴らしい

です。このまとまりのよさをエネルギーに、より高きを目指す仲間に成長してください。 

D 組担任 竹端  順子 

     生徒・保護者の皆さまへ      

一年間、私たちは STEP BY STEPで歩んできました。思考し、志をもち、試してみる。その繰り返しでした。うま

くいかないこともありました。けれど、その度に挑戦しようとする姿がありました。誰か任せではなく、自ら動こう

とする姿が増えていきました。その変化こそが、何よりの成長です。 

来年度、第２章『自立・行動・協働』が始まります。この一年で育てた土台の上に、また新しい物語が重なってい

きます。―――― 物語は、まだ続きます。 


